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図書紹介 『デザイン理論』33/1994

Keiko OMOTO et Francis  MACOUIN, 
 `Quand le Japon  s'ouvrit au monde' 

 Gallimard, Reunion des  Musees nationaux, Paris 1990, 176P

パ リのイエナ広場 にあ るギ メ美術館 は東洋

美術 を展示 す る美術館 として知 られてい る。

昨年 ここを訪れて多 くの仏 像 を目の前 にした

時,ふ とパ リにい る ことを忘れ寺 の中 にい る

ような不思 議 な気分 にな った こ とを覚 えてい

る。 この美 術館の創立者 で あるエ ミール ・ギ

メ は,19世 紀 後半 に画 家の レガ メ とともに日

本 や中 国,イ ン ドを訪 れ,宗 教関係 をはじめ

とす る様々 な東洋 の美術 工芸品 を持 ち帰 り,

そ の後 日本 に関す る書物 もい くつか出版 した

人 で あった。1878年 に 彼 は 『プロムナー ドジ

ャポネ ーズ(Promenadesjaponaises)』 を

出版 し,そ の続編 として1880年 に 出版 された

『プ ロ ム ナ ー ドジ ャ ポ ネ ー ズ東 京 ～ 日光

(Promenadesjaponaises,Tokio-Nikko)』

は当時 のベス トセラー とな った。彼 の あ と何

冊 か の本 として,1878年 に は 日本 の教育制度

につい て著 した 『エ ミール ・ギメの学術研究

団 に よる芸 術 と国家的教育 の任務者 への報告

書(RapportauMinistredel'Instruction

publiqueet-desBeaux-ArtssurlaMis-

sionScientifiquedeM.EmileGuimet)』

や1883年 の 『お こ ま さ ん(prefaced'

Okoma,romanjaponais)』 が あ る。 当初,

彼 は旅 行か ら帰 って収集 した もの を もとに宗

教美術 館 を創設 す る構想 を もって リヨンに美

術館 を建 設 したのだが,1885年 彼 はコ レク シ

ョンの主 な もの を国 に寄贈 し,美 術館 は リヨ

ンか らパ リに移 された。 そ して,そ の後彼 は

文部省 に働 きか け1888年 新 しいギ メ美術館 を

正式 に創 立 した。

本書 はエ ミール ・ギメを中心 に幕末 か ら今

世紀初 頭の 日本の風俗や歴史 を多 くの写 真や

図版 とともにとらえることのできる日本人に

とって も発見することの多い書物である。彼

が日本か らの帰国後宗教美術館 を創設する構

想 を抱いたことについても,最 初にカ トリッ

クの総本山であるリヨンにおいて,こ の大胆

かつかなり進んだ発想を実現 しようとしたギ

メの着眼点から今後の美術館建設の意義 にっ

いても学ぶところが多いであろう。

本書の目次は,第1章QuandleJapon

s'ouvraital'occident,(日 本が西洋 に開か

れ た時),第2章Unedoublevocation

(天 職 共有 の二人 の道程),第3章Im-

pressionsdevoyage(旅 行 の印象),第4

章Despropagandistesal'oeuvre(仕 事

を始める布教者達)の4章 からなってお り,

巻末 に資料 としてTemoignagesetdocu-

mentsが 付いている。

以下,簡 単に内容 を紹介すると,第 一章で

は鎖国時代の日本,出 島貿易のことから開港

までのいきさつ,そ して明治の日本 について

富岡製糸場で指導をしていた リヨン出身の技

術者ポール ・ブリュナのことや在長崎フラン

ス領事 レオン ・デュリーの ことなども含めて

日本の歴史がフランス との関連に基づいて解

説されている。

第2章 ではい くつかの横浜絵 とともに開港

以降の横浜貿易の様子に触れ,日 本に夢 を抱

いていた画家のレガメとギメがどのようなき

っか けで日本に魅了されたのか,彼 らが どの

ような出身であったのか,そ の人物について

焦点が当て られている。

第3章 ではギメとレガメの一行が1876年 の

8月26日 か ら11月の初めまでの約2カ 月間日
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本 に滞在 していた折に出会った数々の驚 くべ

き日本の生活習慣(刺 青,駕 籠屋など)文 化,

芸術に対する印象 と浅草や京都などの神社仏

閣における僧侶たちとの体験が レガメのスケ

ッチ とともに記されている。

第4章 ではギメが1878年 東洋 についての学

術会議 をリヨンで開催 した こと,レ オン ・デ

ュリーとともに日本か らリヨンへ渡った織物

伝習生たちの こと,日 本への旅行の後で,レ

ガメは日本か ら美的インスピレーションを受

け,ギ メは1879年 にリヨンにギメ美術館 を創

立 し,そ の後パ リに美術館 を移す ことになっ

たいきさつについて述べ られている。

巻末の資料にはギメやレガメはもちろんテ

オ ドール ・デュレやジョルジュ ・ブスケらジ

ャポニゾンの手紙の原文な どが記載 され,最

後 にエ ミール ・ギメの略歴が詳細にわたって

解説されてお り,研 究者 にとって参考になる

もの となっている。

本書の著者である尾本氏はパ リ第4木 学で

学 ばれた後,ギ メ美術館において現在 も資料

調査にあた りギメとレガメの研究について第

一人者の方である
。マクワン氏は,フ ランス

語教育のために韓国の大学で教鞭 を取 られた

後,1978年 以来ギメ美術館の図書館長 として

研究をしておられる方である。 ところで,こ

のガ リマールの叢書は美術関係をはじめ,歴

史,音 楽,文 学,鹽地理など巾広い分野のシリ

ーズとしてこの冬 には200冊 を越 え,フ ラン

スで も写真や図版など装丁も美しい上,内 容

の質が高いシリーズ として人気を博 している

が,日 本関係の内容のものは今のところ本書

だけであると思う。本書の内容のおもしろさ

にひかれ,こ れを手にした多 くの人々に,現

在一般的に抱かれている経済大国 「日本」の

イメージとはひ と味違 った日本の側面 を伝 え

ているという意味で も影響力のある書物であ

る。
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